
 
研究科委員会議事要旨 

 
開催日時 ： 平成２６年９月１１日（木）１３：３２～１３：５０ 
開催場所 ： 基礎工学国際棟２階会議室 
出席者  ： 研究科長他４７名 
欠席者  ： １１名 
海外渡航者： ５名 
 
 議事に先立ち、７月１０日開催の研究科委員会議事要旨は事前に送付し、期限までに意

見等の申し出がなかったので、原案どおり承認した。 
 
【報告事項】 
１ 研究科入試委員会（平成２６年７月２８日開催）について 
   研究科入試委員長から、報告資料１に基づき報告があった。 
 
２ 平成２６年１０月入学博士前期課程・博士後期課程入学試験及び平成２７年４月入学 
博士前期課程入学試験合格者数について 

研究科長から、８月２５日（月）開催の合格者判定委員会において、判定した入学 
試験の合格者数について、次のとおり報告があった。 
① 平成２６年１０月入学博士後期課程（社会人特別選抜を含む）入学試験合格者数 

報告資料２－１のとおり、物性物理工学領域：１名、化学工学領域：２名、機能 
   デザイン領域：１名、生体工学領域：１名、システム科学領域：１名、合計６名を 

合格者とした。 
② 平成２６年１０月入学英語カリキュラム特別選抜入学試験合格者数 

    報告資料２－２のとおり、博士前期課程 国内出願・海外出願を合わせて、機能 
物質化学領域：２名、化学工学領域：３名、システム科学領域：２名、合計７名を 
合格者とした。 
 報告資料２－３のとおり、博士後期課程 国内出願・海外出願を合せて、機能物 
質化学領域：２名、化学工学領域２名、非線形力学領域：１名、生体工学領域：１ 
名、システム科学領域：１名、合計：７名を合格者とした。 

③ 平成２７年４月入学博士前期課程（一般選抜）入学試験合格者数 
報告資料２－４のとおり、物性物理工学領域：２９名、機能物質化学領域：２３ 

名、化学工学領域：４２名、未来物質領域：１９名、非線形力学領域：１３名、機 
能デザイン領域：２１名、生体工学領域：２３名、電子光科学領域：３９名、シス 
テム科学領域：３２名、数理科学領域：１０名、社会システム数理領域：１９名、 
合計２７０名を合格者とした。 
 



３ 平成２６年１０月入学博士後期課程転学試験の合格者について 
   研究科長から、指導教員の本学への異動に伴う理由により、九州大学から電子光科 

学領域に３名の転学の出願があり、同領域において入学試験を８月１８日（月）に実 
施し、８月２５日（月）合格者判定委員会において３名を合格者とした旨報告があっ 
た。 

 
   なお、平成２６年度博士後期課程の１年当たりの学生定員の充足率は、７３％とな 

り、専攻別では物質創成専攻３３／３１（１０６％）、機能創成専攻８／１５（５３％）、 
システム創成専攻１０／２４（４２％）となる。 

 
【協議事項】 
１ 博士前期課程９月修了者の認定について 

協議資料１に基づき、博士前期課程修了について諮り、協議の結果、短縮修了３名 
を含む１１名（内、英語特別コース８名）を、平成２６年９月２５日付け修了者とし 
て認定することが承認された。 

 
２ 博士論文の審査について（課程博士） 

 協議資料２に基づき、課程博士１４名（うち短期修了２名）について諮り、投票の

結果、１４名全員の博士学位授与が承認された。 
この結果を受け、１１名の論文のインターネット公表に係る要約の公表について諮り、

協議の結果、承認された。 
 
３ 研究指導委託について 
   協議資料３に基づき、４件の研究指導の委託について諮り、協議の結果、原案どお

り承認された。 
 
４ 特別研究学生の受入れ期間変更について 
   協議資料４に基づき、３名の特別研究学生の受入れ期間変更について諮り、協議の

結果、原案どおり承認された。 
 
５ 平成２６年度大学推薦による国費外国人留学生（研究留学生）の受入れについて 
   協議資料５に基づき、国費外国人留学生（研究留学生）１件の受入れについて諮り、 

協議の結果、承認された。 
 
６  学生の異動について 

    協議資料６に基づき、退学５件、休学２件、留学３件、留学期間変更１件について

諮り、協議の結果、承認された。 
 



 
７ その他 
① 研究科長から、２５日（木）午後３時からシグマホールにおいて、博士学位授与式を

実施する旨発言があり、関係教員の出席について依頼があった。 
 
次回の研究科委員会は、１０月９日（木）に開催することが確認された。 

 
以 上 
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